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関東地区 (国立病院機構茨城東病院）の患者の臨床試験統括 
 

研究分担者 齋藤武文 国立病院機構茨城東病院 院長  

 
 

研究要旨 

関東地区（NHO茨城東病院、複十字病院、神奈川循環器呼吸器病センター）の 

多剤耐性結核症例状況を後ろ向きにカルテ調査した。 

2002年 1月より 2014年 10月において、上記の病院において 249例の多剤耐 

性結核症例が診療された。治癒した例は約半数であり、多剤耐性結核の治療は難

渋していた。 

多剤耐性結核の治療上、新たな抗結核薬の開発だけではなく、本研究が取り組

む多剤耐性結核に対する新規治療用DNAワクチンの実用化が強く待たれるところ

である。  

  
 

A．研究目的 

関東地区（NHO 茨城東病院、複十

字病院、神奈川県立循環器呼吸器病セ

ンター）の多剤耐性結核症例状況を明

らかにすること。 

 

B. 研究方法 

 多剤耐性結核（以下、MDRTB）症

例状況を NHO茨城東病院、複十字病

院例、神奈川県立循環器呼吸器病セン

ターについて、過去 1年間に診療した

MDRTB 患者及び 2002年 1月より

2014年10月までの症例について後ろ

向きにカルテより検討した。 

  

（倫理面への配慮） 

本研究は後ろ向きカルテ調査から

関東地区（NHO 茨城東病院、複十字

病院、神奈川県立循環器呼吸器病セン

ター）の多剤耐性結核症例状況を検討

しただけであり、倫理面の問題はない。 

 

C．研究結果 

茨城東病院、複十字病院、神奈川循

環器呼吸器病センターで１年間に診

療した MDRTB患者数は 18例で、性

別は男性 11例、女性 7例で、一般の

結核症例と男女差は見られなかった。

平均年齢は 50歳（range 17歳～85

歳）であった。国籍は、日本人 13例,

中国人 2例、その他のアジア 2例、そ

の他の地域 1例であった。多剤耐性結

核のうち、XDRTBは 2例で XDR以外

は 15例であり、昨年の報告とほぼ同

様であった。治療について新規抗結核

薬であるデラマニドが使用開始とな

った症例は判明しているだけで2例あ

った。 

 

 2002年1月～2014年10月に経験し

た MDRTBの治療成績の現状について 

患者背景 

性別：男性 170例、女性 79例、平均

年齢：50歳（17歳～99歳）、日本人

186例,中国人 27例、韓国人 11例、

その他アジア 18例、その他の地域 7

例、XDRTB：39例 ＸＤＲ以外:210

例に対し、その治療成績の治癒は 109
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例（48.4％）、死亡 32例（14.2％）、

菌陰性転出 51例（22.7％）、治療中

33例（14.7％）であった。 

 

D．考察 

薬剤感受性結核は高齢者、免疫抑制

宿主等の一部を除くと問題なく治癒

することが出来るが、INH、RFPに耐

性を示すMDRTBの薬物治療成績は外

科手術を駆使しても治癒率 50％と低

い状態にある。結核専門病院である神

奈川循環器呼吸器病センター、複十字

病院、茨城東病院であっても 2人に 1

人しか治癒出来ていない。多剤耐性結

核は、現在の薬物治療では治癒が困難

な結核であり、本人は元より他への感

染、医療費など社会への影響は大きい

と言える。本研究が取り組む多剤耐性

結核に対する新規治療用 DNAワクチ

ン治療が実用化されるとそのインパ

クトは非常に大きく、臨床応用のため

に薬事法に基づく承認取得へ向けた

第１相試験の意義は大きいと考える。 

 

今後考えられる新たな課題として

本研究で新規治療用 DNAワクチンの

効能、安全性が確認できた後に人種を

越えた MDRTB症例、標準治療が副作

用のため出来ない結核症例に対する

本ワクチンの有用性を検討する必要

がある。また抗結核薬だけでは治癒出

来ない症例に対する抗結核薬併用治

療の有用性を検討する必要もある。 

行政施策への貢献の可能性として

今後、人口減少が確実な我が国では労

働人口増加のため海外からの移民を

積極的に受け入れるという方向で移

民政策が行われている。その影響から

MDRTBが多い国からの移民を受け入

れ る こ と が 想 定 さ れ 、 我 が 国 の

MDRTB症例が増えることが懸念され、

そうした場合、MDRTB用新規抗結核

薬だけではなく、本ワクチンも有用と

なる。 

 

Ｅ. 結論 

 関東地区（NHO 茨城東病院、複十

字病院、神奈川循環器呼吸器病センタ

ー）の多剤耐性結核症例状況を後ろ向

きにカルテ調査した。 

 2002年 1月より 2014年 10月にお

いて、上記の病院において 249例の多

剤耐性結核症例が診療された。治癒し

た例は約半数であり、多剤耐性結核の

治療は難渋していた。 

 多剤耐性結核の治療上、新たな抗結

核薬の開発だけではなく、本研究が取

り組む多剤耐性結核に対する新規治

療用 DNAワクチンの実用化が強く待

たれるところである。 
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